
三み

上か
み 

貴た
か

教の
り広

島
修
道
大
学
学
長

　

市
川
太
一
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、
三

上
貴
教
教
授
が
２
０
１
８
年
４
月
１
日
付

で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

三
上
新
学
長
は
１
９
５
９
年
北
海
道
生

ま
れ
。
１
９
８
２
年
同
志
社
大
学
商
学
部

卒
業
、
学
士
編
入
学
し
た
大
阪
大
学
法
学

部
を
１
９
８
５
年
に
卒
業
、
１
９
８
７
年

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
（
法
学
修
士
）、
１
９
９
１
年
に

同
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
中
途
退
学
の

後
、
す
ぐ
に
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
に
講

師
と
し
て
赴
任
。
専
門
分
野
は
国
際
政
治

学
で
あ
る
が
、
２
０
１
８
年
３
月
に
、
自

ら
副
専
攻
と
位
置
付
け
る
英
語
教
育
に
関

す
る
研
究
で
、
名
古
屋
学
院
大
学
大
学
院

か
ら
博
士
（
英
語
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。

　

１
９
９
３
年
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
助

教
授
、
１
９
９
８
年
に
広
島
修
道
大
学
法

学
部
助
教
授
、
２
０
０
１
年
に
同
教
授
に

就
任
し
た
。
主
専
攻
は
国
際
政
治
学
の
理

論
研
究
、
近
年
は
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

や
、
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
影
響
力
に

焦
点
を
当
て
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
手
法

を
用
い
て
論
考
を
ま
と
め
て
い
る
。
主
著

に
『
ラ
ン
キ
ン
グ
に
見
る
日
本
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
』（
溪
水
社
、２
０
１
７
）
が
あ
る
。

　

大
学
教
育
に
お
い
て
は
、
学
生
の
ク
リ

テ
ィ
カ
ル・

シ
ン
キ
ン
グ
の
涵
養
が
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
。「
な
ぜ
」
と
問
い
、

「
な
ぜ
な
ら
」
と
答
え
ら
れ
る
論
理
性
を
磨

く
。
大
学
の
発
展
そ
の
も
の
の
た
め
に
も
、

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
建
設
的
か

つ
批
判
的
な
視
座
を
持
っ
て
果
敢
に
挑
戦

し
続
け
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

斉さ
い

藤と
う 

言こ
と

子こ
神
戸
女
学
院
大
学
学
長

　

斉
藤
言
子
学
長
が
２
期
目
を
迎
え
、
会

員
代
表
者
が
変
更
と
な
っ
た
。

　

斉
藤
学
長
は
１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
神

戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、
同
研
究

生
修
了
。
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
に

優
勝
、
ミ
ラ
ノ
大
賞
を
受
賞
し
、
イ
タ
リ

ア・

ミ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
に
留
学
。

本
学
に
は
１
９
８
８
年
か
ら
音
楽
学
部

（
声
楽
）
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
。
助
教
授

を
経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
教
授
、
２
０

１
５
年
学
長
就
任
。

　

専
門
は
声
楽
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
留
学

時
に
は
マ
リ
オ・

デ
ル・

モ
ナ
コ
国
際
オ

ペ
ラ
歌
手
コ
ン
ク
ー
ル
に
最
年
少
参
加
し
、

４
位
入
賞
お
よ
び
モ
ナ
コ
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
パ
ヴ
ィ
ア
（
第

３
位
）、
ロ
ー
デ
ィ
（
審
査
員
特
賞
）、
ベ
ッ

リ
ー
ニ
（
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
声
賞
）
な
ど
受

賞
多
数
。
現
在
ま
で
、
数
々
の
オ
ペ
ラ
出

演
や
宗
教
曲
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
リ
サ
イ

タ
ル
、
放
送
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演

な
ど
、
幅
広
い
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

指
導
者
賞
、
和
歌
山
文
化
功
労
賞
、
兵
庫

県
功
労
者
表
彰
（
学
術
教
育
功
労
）
受
賞
。

　

関
西
二
期
会
副
理
事
長
、
日
本
演
奏
連

盟
、
宝
塚
演
奏
家
連
盟
会
員
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
各
種
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
員
。

　

神
戸
女
学
院
は
１
８
７
５
年
の
創
立
以

来
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
盤
を
置
い
た
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
柱
と
し
て
き
た
。
そ

の
歴
史
と
伝
統
の
中
で
、
適
切
な
判
断
力

と
柔
軟
な
対
応
力
、
指
導
力
を
発
揮
す
る
、

真
に
し
な
や
か
な
女
性
を
輩
出
し
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

修
道
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

神
戸
女
学
院
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川か
わ

久く

保ぼ 
清き

よ
し

共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学

学
長

　

入
江
和
生
学
長
３
期
９
年
の
後
を
受
け

て
、
２
０
１
８
年
４
月
１
日
付
で
学
長
に

就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
で
あ
る
。

　

１
９
４
９
年
和
歌
山
県
海
南
市
生
ま
れ
。

１
９
７
４
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、
医
学
部
附
属
病
院
助
手
、
健
康
科
学・

看
護
学
科
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
３
年

か
ら
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
、
２

０
０
９
年
か
ら
家
政
学
部
長
、
２
０
１
４

年
か
ら
食
物
栄
養
学
科
主
任
を
務
め
た
。

「
楽
し
く
学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
教
育
活
動

に
従
事
し
て
き
た
。

　

病
院
で
は
専
門
は
循
環
器
内
科
、
そ
の

後
公
衆
衛
生
学
を
専
門
と
し
、
運
動
の
健

康
影
響
を
主
に
研
究
し
て
き
た
。
著
書
に

『
運
動
負
荷
心
電
図　

そ
の
方
法
と
読
み
方

第
二
版
』（
医
学
書
院　

２
０
１
０
年
）
が

あ
る
。
趣
味
は
映
画
観
賞
。

　

創
立
１
３
２
周
年
を
迎
え
た
共
立
女
子

大
学
で
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
女
性

の
自
立
と
自
活
」
を
旨
に
、
女
子
教
育
を

行
っ
て
き
た
。
現
在
、
家
政
学
部
、
文
芸

学
部
、
国
際
学
部
、
看
護
学
部
の
文
理
系

の
混
じ
た
４
学
部
に
お
い
て
女
子
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。
２
年
後
に
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
（
仮
称
）
の
開
設
を
準
備
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
学
生
が
自
分
で
考
え
て
努

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
で
生
き
抜
く

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、
他
者
と
協

働
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

人
材
と
な
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て

い
る
。
新
学
長
は
こ
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

引
き
継
ぎ
、
教
育
し
て
い
く
こ
と
を
使
命

と
感
じ
て
い
る
。

岡お
か

本も
と 

英ひ
で

男お東
京
経
済
大
学
学
長

　

堺
憲
一
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
１
８
年
４
月
１
日
付
で
就
任
し
た
。

　

岡
本
学
長
は
１
９
５
１
年
兵
庫
県
生
ま

れ
。
１
９
７
４
年
愛
媛
大
学
法
文
学
部
卒

業
、
１
９
８
０
年
東
北
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

東
北
大
学
経
済
学
部
助
手
、
東
北
学
院
大

学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授

を
経
て
、
１
９
９
７
年
東
京
経
済
大
学
経

済
学
部
教
授
、
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年

経
済
学
部
長
。
２
０
０
９
年
に
東
京
大
学

よ
り
博
士
（
経
済
学
）
を
取
得
。

　

専
攻
は
財
政
学
。
主
な
著
書
は
、『
福
祉

国
家
の
可
能
性
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２

０
０
７
）、
共
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
福
祉

国
家
財
政
の
再
編
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

２
０
０
４
）、
共
著
『
ソ
ブ
リ
ン
危
機
と
福

祉
国
家
財
政
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０

１
４
）、
ほ
か
多
数
。
現
在
、
日
本
財
政
学

会
の
編
集
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　

東
京
経
済
大
学
の
前
身
は
、
１
９
０
０

年
に
創
立
さ
れ
た
大
倉
商
業
学
校
。
建
学

の
精
神
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
意
味
す

る
「
進
一
層
」
と
「
責
任
と
信
用
」。
教
育

の
柱
は
、
経
済・

経
営・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・

現
代
法
と
い
う
四
つ
の
学
部・

研
究
科
で
あ
る
。
現
在
、
創
立
１
２
０
周

年
の
節
目
の
年
と
な
る
２
０
２
０
年
に
向

け
て
、
戦
前
の
大
倉
高
商
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
高
度
な
実
学
教
育
と
、
戦
後
の
東
京

経
済
大
学
以
降
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
風

を
現
代
の
文
脈
で
総
合
し
た
「
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
」
の
大
学
を

目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

共
立
女
子
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

東
京
経
済
大
学
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茂も

里り

一か
ず

紘ひ
ろ

東
京
女
子
大
学
学
長
。
’72
東
京
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。
広

島
大
学
教
授
、
副
学
長
、
広
島
工
業
大
学
学
長
な
ど

を
歴
任
、
’12
か
ら
東
京
女
子
大
学
理
事
。

塩し
お

崎ざ
き

千ち

枝え

子こ

松
山
東
雲
女
子
大
学・

松
山
東
雲
短
期

大
学
学
長
。
’82
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了（
教
育
学
修
士
）。松
山
東
雲
短
期
大
学
、

同
女
子
大
学
教
授
、
学
長
代
行
を
経
て
’16
か
ら
現
職
。

田た

中な
か

優ゆ
う

子こ

法
政
大
学
総
長
。
’80
法
政
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
’12

社
会
学
部
長
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。
主
著
『
江
戸

百
夢
』
な
ど
。

鎌か
ま

田た

　
薫か

お
る

本
連
盟
会
長・

早
稲
田
大
学
総
長
。
’75

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
民
法
専
攻
。
教
育
再
生
実
行
会
議
座
長
。

主
著
『
民
法
ノ
ー
ト・

物
権
法
①
』
ほ
か
。

村む
ら

田た

　
治お

さ
む

関
西
学
院
大
学
学
長
、
経
済
学
部
教
授
。



’85
関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
経
済
学
）。
’14
か

ら
現
職
。
主
著
『
現
代
日
本
の
景
気
循
環
』
な
ど
。

松ま
つ

岡お
か

　
敬た

か
し

同
志
社
大
学
学
長
。
同
志
社
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博

士
（
工
学
）。
専
門
は
設
計
工
学
。
理
工
学
部
長
、
副

学
長
、
脳
科
学
研
究
科
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

齋さ
い

藤と
う

　
潔き

よ
し

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生・

留
学

生
課
企
画
官
（
命
）
留
学
生
交
流
室
長
。
�独
日
本
学

術
振
興
会
国
際
事
業
部
参
事
、
初
等
中
等
教
育
局
国

際
教
育
課
課
長
補
佐
（
命
）
主
任
学
校
教
育
官
（
国

際
教
育
担
当
）
な
ど
を
経
て
、
’17
４
月
か
ら
現
職
。

關せ
き

谷や

武た
け

司し

関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
国
際
学
部

教
授
。
学
術
博
士
。
専
門
分
野
は
教
育
社
会
学
。
元

教
育
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
代
表
取
締
役
。

岡お
か

村む
ら

久ひ
さ

和か
ず

亜
細
亜
大
学
国
際
交
流
委
員
長
、都
市
創

造
学
部
教
授
。’78
早
大
卒
。日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
ス
マ
ー
タ
ー

シ
テ
ィ
事
業
部
長
な
ど
を
歴
任
、’16
か
ら
現
職
。専
門

は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
。

島し
ま

田だ

幸こ
う

司じ

立
命
館
大
学
国
際
部
長
、
経
済
学
部
教

授
。
’03
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
環
境
省
を
経
て
、
’03
か
ら
現

職
。
専
門
は
環
境・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
。

日ひ

野の

好よ
し

幸ゆ
き

法
政
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

事
務
部
国
際
交
流
課
長
。

田た

中な
か

久ひ
さ

博ひ
ろ

東
海
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室

長
。
’84
東
海
大
学
文
学
部
北
欧
文
学
科
卒
。
東
海
大

学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
術
セ
ン
タ
ー
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）

勤
務
を
経
て
、
’17

10
月
か
ら
現
職
。

中な
か

川が
わ

日ひ

出で

男お

学
校
法
人
広
島
女
学
院
理
事
長
。
’70

京
都
大
学
法
学
部
卒
。
’01
広
島
県
総
務
企
画
部
政
策

企
画
局
長
、
’06
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
事
務
局

長
な
ど
を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。

眞ま
み

谷や

国く
に

光み
つ

早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田

大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
博
士
課
程
在
籍
。

専
門
は
比
較
国
際
教
育
学
。
留
学
セ
ン
タ
ー
、
国
際

部
国
際
教
育
企
画
課
、
商
学
部
に
て
勤
務
。

新あ
ら

井い

　
京き

ょ
う

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
。
京
都
学
園

大
学
を
経
て
、
’07
か
ら
現
職
。
近
著
に“Betw

een
ConsentedandU

n-ContestedO
ccupation,”

Israel Law
 R

eview
,V

ol.51（2018

）
が
あ
る
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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吉よ
し

田だ

慶け
い

子こ

大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学

科
准
教
授
。
’01
中
国
西
南
政
法
大
学
国
際
経
済
法
専

攻
卒
業
。
修
士
（
法
学
、
言
語
教
育
学
）、
博
士
（
法

学
）。
立
命
館
大
学
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

東と
う

郷ご
う

　
賢け

ん

武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、

経
済
学
部
教
授
。
’96
５
月Y

ale

大
学
大
学
院Ph.D

.

（Econom
ics

）
取
得
。

小こ

室む
ろ
輝て

る
明あ

き

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
助
教
。
’16

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
医
学
）。
’17
か
ら
現
職
。

古こ

谷や

野の

　
亘わ

た
る

聖
学
院
大
学
心
理
福
祉
学
部
長
、
人

間
福
祉
学
部
長
、
教
授
。
保
健
学
博
士
。
専
門
は
社

会
老
年
学
。

大お
お

友と
も

浩こ
う

一い
ち

成
城
大
学
事
務
局
長
。
学
校
法
人
成
城

学
園
事
務
局
会
計
課
長
、
財
務
部
長
を
経
て
、
’17
か

ら
現
職
。

叶か
の
う　

俊と
し

文ふ
み

皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
。

川か
わ

田た

虎と
ら

男お

聖
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
非
常
勤
講
師
。
立
教
大

学
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン

ズ
オ
ン
埼
玉
代
表
理
事
、
社
会
福
祉
士
。

山や
ま

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ

西
南
学
院
総
務
部
キ
リ
ス
ト
教
活
動

支
援
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
副
課
長
。

冨と
み

田た

洋ひ
ろ

之ゆ
き

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准

教
授
、
体
操
競
技
部
コ
ー
チ
、
国
際
体
操
連
盟
技
術

委
員
。
’06
順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

研
究
科
修
了
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
団
体
総
合
金

メ
ダ
ル
。
’07
年
世
界
選
手
権
で
日
本
人
初
の
ロ
ン
ジ

ン・
エ
レ
ガ
ン
ス
賞
を
受
賞
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

団
体
銀
メ
ダ
ル
な
ど
。

川か
わ

島し
ま

　
葵あ

お
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
上
智
大
学
文

学
部
卒
。
東
海
ラ
ジ
オ
入
社
。
’12
か
ら
フ
リ
ー
。
東

海
ラ
ジ
オ
「T

O
K

Y
O

U
PSID

EST
A

T
IO

N

」、

「
愛
魂
」
な
ど
に
出
演
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
５
月
10
日
㈭

　

全
私
学
連
合・

第
２
８
０
回
代
表
者
会
議
に

出
席

●
５
月
15
日
㈫

　
『
大
学
時
報
』
座
談
会
に
出
席

　

第
２
回
理
事
会
に
出
席

●
５
月
24
日
㈭

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
協
議
会
」
に
出
席

　
「
私
学
振
興
協
議
会
」
で
は
、
鎌
田
薫
全
私
学

連
合
代
表
（
私
大
連
会
長
）
と
河
村
建
夫
衆
議

院
議
員
（
元
文
部
科
学
大
臣
）
の
両
共
同
代
表

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
平
成
31
年
度
私
学
関

係
政
府
概
算
要
求
と
税
制
改
正
要
望
に
向
け
て
、

私
学
振
興
に
お
け
る
諸
課
題
と
そ
の
対
応
策
等

に
つ
い
て
、
私
学
側
か
ら
は
大
学
を
は
じ
め
各

構
成
団
体
に
よ
る
要
望
等
を
行
い
、
出
席
議
員

と
私
学
振
興
に
向
け
た
協
議・

懇
談
を
行
っ
た
。

●
５
月
29
日
㈫

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

第
１
１
６
回

役
員
会
、
第
82
回
総
会
に
出
席

●
６
月
４
日
㈪

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
課
題
を
説
明

●
６
月
５
日
㈫

　

第
２
回
常
務
理
事
会・

第
３
回
理
事
会
に
出

席

　

自
由
民
主
党
政
調
会
長
に
学
生
修
学
支
援
に

つ
い
て
要
望

●
６
月
７
日
㈭

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
課
題
を
説
明

●
６
月
12
日
㈫

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
、
教
育
関
係

の
委
員
長
に
私
立
大
学
の
将
来
構
想
を
説
明・

意
見
交
換

●
６
月
26
日
㈫

　

第
４
回
理
事
会・

第
１
回
定
時
総
会
に
出
席

開
催
報
告

◉
６
月
16
日
㈯

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専
任
教
職
員
向

け
】」
開
催

　
「
私
立
大
学
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
～
教
育
現

場・

教
育
支
援
の
視
点
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
。
25
大
学
46
名
の
教
職
員
の
参
加
が

あ
っ
た
。

◉
６
月
30
日
㈯
～
７
月
１
日
㈰

「
第
１
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
主
体
的
な
学
び
の
構
築
～
大
学
教
育
と
学
生

支
援
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。
64
大
学
67

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

５
月
▼
６
月

自民党政調会長に学生の修学支援を
要望する鎌田会長、村田副会長　　

経団連副会長、教育関係の委員長に
私立大学の将来構想を説明する　　
鎌田会長、田中常務理事　　　　　

連盟ニュース
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第380号

第377号

第379号

第378号

（2018年5月発行）

（2017年11月発行）

（2018年3月発行）

（2018年1月発行）

【特集】

大学図書館最新事情

【特集】

薬学教育のいま

【特集】

ICTを活用した通信教育課程

【特集】
生涯学習・社会人の学び直し

奇数月20日（年6回）刊行

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第324号（2009年１月発行）から
　�詳細は
　http://daigakujihou.shidairen.or.jp/

【座談会】
私立大学における女性の
キャリア形成
【インタビュー】
北 義則氏（株式会社トーカ
堂代表取締役）

【座談会】
全員留学に期待する効果
と注意点
【インタビュー】
和田 由里氏（株式会社花
満相談役兼企画広報室長）

【座談会】
ワーク・ライフ・バランス
の実現に向けて
【インタビュー】
島添 亮子氏（小林紀子バ
レエ・シアター プリンシパル）

【座談会】
周年事業について考える
―転換と発信の契機に
【インタビュー】
岸 孝之氏（東北楽天ゴール
デンイーグルス）
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座談会　全員留学に期待する効果と注意点
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明日への試み　東邦大学
わが大学史の一場面　梅花女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　駒澤大学／久留米大学／東京情報大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社花満　相談役�兼�企画広報室長　和田由里さん
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号
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社
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Ｃ
Ｔ
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ISSN 0288-1748　2018（平成30）年3月20日発行
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文舞両立へのチャレンジ
梅花歌劇団「劇団この花」オリジナルミュージカルの一場面（梅花女子大学）
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2018

隔月刊

3

特集　ＩＣＴを活用した通信教育課程
座談会　ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて
小特集　アカデミック・ハラスメントの現状と課題
明日への試み　津田塾大学
わが大学史の一場面　文教大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　学習院女子大学／上智大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー
� 小林紀子バレエ・シアター　プリンシパル　島添 亮子さん

3
7
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号
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社
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盟
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学
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学内外の各種活動を牽引する「学生リーダー」を育成（大東文化大学）

No.378

2018

隔月刊

1
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小特集　大学の緑地管理
明日への試み　広島修道大学
わが大学史の一場面　京都精華大学
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クローズアップ・インタビュー
� 東北楽天ゴールデンイーグルス　岸 孝之さん

125 大学時報　2018.7



◆
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら

だ
ろ
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
人
材
）」

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
も
高
等
教

育
な
ど
の
留
学
の
機
会
を
拡
大
す

る
施
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
。

高
校
生
や
大
学
生
と
接
す
る
に
、

な
ん
と
留
学
経
験
者
の
多
い
こ
と

か
。
彼
ら
と
話
を
し
て
い
て
も
、

「
海
外
へ
の
ハ
ー
ド
ル
」
は
金
銭
面

的
に
も
心
理
面
的
に
も
非
常
に
低

い
。
し
か
し
、「
君
ら
大
丈
夫
？　

日
本
と
違
う
ん
だ
よ
」
と
言
い
た

く
な
る
。
私
な
ど
は
、
海
外
旅
行

す
る
だ
け
で
心
臓
が
バ
ク
ン
バ
ク

ン
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
銃
乱
射
事

件
、
事
故
、
暴
動
や
デ
モ
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
、
特
に

突
発
的
な
無
差
別
テ
ロ
は
防
ご
う

に
も
防
げ
な
い
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
国
や
各
大

学
に
お
け
る
「
日
本
人
学
生
の
海

外
派
遣
」
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
取
り
組
み
や
対
策
、
学
内
制

度
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

各
大
学
の
取
り
組
み
や
制
度
な
ど

を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
大
学
も
実

に
し
っ
か
り
と
し
た
態
勢
を
構
築

し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
基
本
は
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
で
あ
る
。

情
報
を
い
か
に
獲
得
さ
せ
る
か
、

事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
に
い
か
に
対
処
す
る
か
な
ど
、

学
生
の
危
機
管
理
能
力
を
い
か
に

高
め
る
か
が
大
学
に
は
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
制
度
な
ど
を
整
備

さ
れ
る
大
学
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。（
広
報・

情
報
部

門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

関

西
学
院
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー

入
試
課
長 

筒
井 

弘
幸
）

◆
今
回
の
小
特
集
「
海
外
大
学
と

の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
現
状
と
効
果
」
で
は
、
４

大
学
の
取
り
組
み
を
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
短
い
期

間
と
少
な
い
経
済
的
負
担
で
二
つ

の
大
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る
こ

と
で
あ
り
、
大
学
に
と
っ
て
は
、

海
外
の
大
学
と
の
国
際
教
育
連
携

を
通
じ
て
教
育
内
容
が
充
実
す
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
各
大
学
の
運
営
上
の
課

題
と
し
て
は
、
日
本
の
就
職
活
動

時
期
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
と
の

重
な
り
の
問
題
、
大
学
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
、
協
定
締
結
に

至
る
ま
で
の
調
整
が
困
難
で
あ
る

な
ど
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
語
学
力
の
み
な
ら
ず
、

高
い
専
門
性
も
求
め
ら
れ
、
現
地

の
学
生
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
厳

し
い
環
境
で
学
ぶ
。
海
外
学
生
の

学
ぶ
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

し
て
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ

ロ
グ
ラ
ム
は
今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
の
有
効
な
方
法
と
し
て

進
展
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学 

時
報
）
委
員・

園
田
学
園
女
子
大

学
教
学
支
援
部
教
務
課
課
長 

西

﨑 

公
哉
）

◆
本
年
の
４
月
、
私
大
連
で
は
、

大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
大
学

全
体
の
規
模
や
配
置
に
つ
い
て
考

察
し
、
国
私
の
大
学
の
機
能・

役

割
な
ど
に
つ
い
て
明
示
し
た
『
未

来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来

像
』
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

今
号
の
座
談
会
で
は
、
そ
の
提

言
に
基
づ
い
て
、
私
大
連
の
会
長
、

副
会
長
と
常
務
理
事
に
よ
る
熱
の

こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。
鎌

田
会
長
は
、
現
在
も
各
私
立
大
学

に
お
い
て
多
様
な
試
み
が
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
つ
の
大
き

な
力
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、

存
在
感
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
述
べ
た
。

　

今
後
、
私
立
大
学
は
、
大
学
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、

多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
も
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応

し
つ
つ
大
学
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
日
本 

私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義

文
）

次号
（9月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「IR（インスティテューショナル ・リサーチ）の実践の現状」
特　集	「自校史と大学博物館」
小特集	「新入生イベントの今」
表紙 ・大学点描 久留米大学　　だいがくのたから 共立女子大学
クローズアップ ・インタビュー：「善竹 富太郎さん（狂言師）」

編
集
後
記
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中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫	 ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭
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